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復活節第 4 主日             No. 17 

 

主日礼拝    

 

前奏 「ヤコブの夢(185 番) 」 

(J.ビエリー) 

 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 

 

招詞 

「明らかにされるものはみな、光となるのです。それ

で、こう言われています。 

『眠りについている者、起きよ。 

死者の中から立ち上がれ。 

そうすれば、キリストはあなたを照らされる。』」 

(エフェソの信徒への手紙 5:14) 

 

頌栄  27 「父・子・聖霊」 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

交読詩編  34:2～8  

司式者：どのようなときも、わたしは主をたたえ 

会 衆：わたしの口は絶えることなく賛美を歌う。 

司式者：わたしの魂は主を賛美する。 

会 衆：貧しい人よ、それを聞いて喜び祝え。 

司式者：わたしと共に主をたたえよ。 

会 衆：ひとつになって御名をあがめよう。 

司式者：わたしは主に求め 

主は答えてくださった。 

会 衆：脅かすものから常に救い出してくださった。 

司式者：主を仰ぎ見る人は光と輝き 

会 衆：辱めに顔を伏せることはない。 

司式者：この貧しい人が呼び求める声を主は聞き 

会 衆：苦難から常に救ってくださった。 

司式者：主の使いはその周りに陣を敷き 

会 衆：主を畏れる人を守り助けてくださった。 

 
 
 

賛美 3-2,5「扉を開きて」 
 

 
 

 
 
 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



聖書 ヨハネによる福音書 13:31～35 
                     新約(新共同訳)P195～196 
 

 

31 さて、ユダが出て行くと、イエスは言われた。「今

や、人の子は栄光を受けた。神も人の子によって栄光を

お受けになった。32 神が人の子によって栄光をお受けに

なったのであれば、神も御自身によって人の子に栄光を

お与えになる。しかも、すぐにお与えになる。33 子たち

よ、いましばらく、わたしはあなたがたと共にいる。あ

なたがたはわたしを捜すだろう。『わたしが行く所にあ

なたたちは来ることができない』とユダヤ人たちに言っ

たように、今、あなたがたにも同じことを言っておく。

34 あなたがたに新しい掟を与える。互いに愛し合いなさ

い。わたしがあなたがたを愛したように、あなたがたも

互いに愛し合いなさい。35 互いに愛し合うならば、それ

によってあなたがたがわたしの弟子であることを、皆が

知るようになる。」 
 

賛美 487「イェス、イェス」 

 

 
 
 

説教  「新しいおきて」 

 

賛美 417「聖霊によりて」 

 
派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 
 

祝祷 
 

アーメン 

 
 

後奏 「シオンよ、みちを備えよ」 

(D.ウッド) 
 

司 式 大代 惠 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 玉理 照子 

 


